
 

 

 

 

 今年も一年間、よろしくお願いします。今年度、本部会は 350 名を超える巨大な部会となりまし
た。GIGA スクール端末導入に伴う関心の高さによるところだと受け止めています。まだまだコロ
ナ感染防止のために先の見えない部分もありますが、対策のもと研究協議会は会場を 2 つに分けて
行う形で計画しています。少ない役員数でこれまでにない形の取り組みとなりますが、充実した部
会運営を心がけていきたいと考えております。部会員のみなさまのご協力を心からお願い致します。 

役職 氏名 学校名 役職 氏名 学校名 

部長 三宅典昭 大麻東中 
事務局員 

金子創 南線小 

副部長 鎌田恭輔 中央中 加嶋紘平 大麻西小 

事務局長 田内優祐 松恵小 
 

研究員 

福士晶知 東野幌小 

事務局次長 吉川洋志 勇舞中 小菅真一 野幌小 

事務局員 
荒川美樹 石狩双葉小 吉原雅敏 北栄小 

長谷川徹 花川小  浅野航 恵明中 

 

Ⅰ．今年度の研究（３年研究・３年次） 

 ◆研究主題 「教育の情報化の推進はどうあるべきか」 

 ◆研究内容 

    情報化の進展は勢いを増すばかりで、我々に便利さや快適さを与えてくれる。しかし一方では、

様々な深刻な問題も増加の一途である。また、近年学校にも電子黒板や GIGA スクール端末の導

入など、使用機会もますます増えていく。情報教育部会では部会研究を通して、よりよい教育の

情報化を追求し、情報化社会を生きる子どもたちにとって必要な「情報教育」の姿をつくりあげ

ていくことを目指す。 

 研究内容は「子どもの情報活用能力の育成」と「教師の ICT機器や図書館の活用」、「情報モラル

やマナーの育成」、「校内環境の整備」「保健業務の情報化」の５つの内容で取り組む。よりよい研

究を深められるようにしていく。それぞれの研究テーマについて、部会員が実際に行っている実

践や、先進的な機器活用法を交流することで、部会員に情報提供や実践の共有化を図る。 

 

◆研究内容と討議の柱 

  内容①子どもの情報活用能力の育成を目指した授業実践 

内容②教師が ICT機器や図書館を活用した授業実践 

内容③情報モラルやマナー 

 「子どもの情報活用能力の育成を目指した授業実践（情報の収集・表現・処理・プログラミン

グ等をできる能力）」と「教師が ICT機器や図書館を活用した授業実践（インターネット、新聞、

図書館資料などの情報媒体すべてを含む）」、「情報モラルやマナーの育成」の三つを柱にした情報

教育の推進を図るための実践や成果と課題を交流する。 

 主に教師が活用する教科の指導において、意欲や関心を高めたり、理解を促したりするために

効果的な教育機器やコンテンツ活用のあり方について実践交流やワークショップを通して考える。 

 

内容④校内環境整備 

校内の情報や事務処理の電子化により校務の効率化を行い、職員の業務負担の軽減を図るよう

なシステム、機器活用などの情報（校務支援システムも含む）を交流し、管内の教育環境の向上

に努める。また、学校間・保護者・地域などとのネットワークを活用した連携のあり方について

も考える。 

 

内容⑤保健業務 

  校内の保健業務おける ICTの活用について実践交流を行う。 
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◆研究方法 

   ・部会だより、部会独自のHPを作成（実践レポートの提示など）する。 

   ・全員レポート（共同制作可）を実施し、研究協議会の分科会にてレポートの交流を行う。 

・Google フォームによるアンケート（感想等）を回収する。 

   ・「学校アンケート」を継続して行い、情報教育の傾向と実態を分析・把握していく。 

Ⅱ．お願い 

レポート作成をお願いします。 

   上記、内容①〜⑤で新年度登録時のものを原則としてレポートを執筆してください。 

レポート原稿は８月１９日（木）までに下記メールアドレスへご提出ください。なお、レポー

トは、「全員提出」となっています。※共同研究による連名可ですが、各校で一本ということで

はありません。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート提出後の流れ 

 ９月７日（火）の研究協議会にて、提出されたレポートについてそれぞれ発表していただき、交

流を図っていきます。当日の日程や分科会の詳細は以降の部会だよりにてお知らせいたします。 

 

Ⅲ．その他 

   部会だよりを今後も FAX で各校に送付しますので、学校代表者の先生は部会員の皆様に確実

に回覧か人数分印刷をして下さい。尚、部会ホームページにも部会だよりをアップします（近

日中）ので、FAX で見づらい場合は、ホームページよりダウンロードして下さい。 

 

 石教研情報教育部会事務局長  恵庭市立松恵小学校   田内 優祐（たうち ゆうすけ） 

    TEL：0123-32-4891  FAX：0123-32-4745 

Mail：sekikyoken.jouhoukyouiku@gmail.com 

（E メールでの提出にご協力ください。 

どうしても難しい場合は C4th 田内宛も可です。） 

書式等について 

①原稿サイズ  A4 

②フォント   フォントやフォントサイズ、行数などについては、特に決めません。 

③タイトル   タイトル部分に研究内容の①〜⑤のいずれかを明記してください。 

③形式     PDF 形式でお願いします。保存する時に「ファイルの種類」→「PDF」 

④ファイル名  研究内容の番号・市町村・学校名「題名」をつけてください。 

(例)①恵庭・松恵小「○○○○の実践」 

⑤その他    児童生徒の氏名は削除しておくなど、HP に載せてもいいようにして下さい。 

        発表を意識し、見やすさ伝わりやすさのあるレポートを心がけて下さい。また、発

表に特化したパワーポイントや動画ファイルによる提出も可能とします。いずれの

場合もHP に掲載をします。 


